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     Ｊａｐａｎ’ｓ Ｗａｙ 「攻守にアクションするサッカー」 
     ～ 育成年代で取り組むべきこと 
 

2007 年、2008 年に開催

された4 つの世界大会にお

けるプレーイメージは「攻守

において切り替えの早い、コ

ンパクトなサッカー」を目指

すものであり、世界の女子サ

ッカーの傾向はさらに男子の

トレンドに近づいています。全

ての大会に出場した日本女

子代表は、その中でセンセ

ーショナルな戦いを見せるこ

とができ、日本独自のスタイ

ルを印象付けました。 

しかし、この結果に甘んじ

てはいけません。世界から

称賛された日本のプレーモ

デルは、世界中のプレーヤ

ーが取り入れていくに違いあ

りません。そして世界は、全

員が攻守にかかわる「組織

的協働」を積極的に取り入れることにより、攻守の切り替えの早

い、状況に応じたプレーを選択し、「よりテクニカルに。よりスピー

ディーに。よりタフに。」という流れになっていきます。そして、自

国のプレーモデルをチェンジしたチームが世界の主流になって

いくのではないでしょうか。 

「なでしこビジョン」の達成にはさらなるレベルアップが必要で

す。日本のプレーヤーは世界と比べるとどのカテゴリーにおいて

も体栺・体力の差が大きく、スピード・パワー・リーチの差にどのよ

うに対抗していくかが最大のテーマだと言えます。また、世界の

サッカーの進化に伴い、個のプレーの質とチームの協働のさら

なるレベルアップとともに、日本独自のスタイル＝Japan’s Way

を構築していくことが求められます。 

なでしこジャパンは10 年以上も「ハイプレッシャー下でのサッ

カー」を誯題として取り組んできましたが、2007 年女子ワールド

カップ以降、攻撃を改善するには守備を改善するという考えに

立ち、攻守においても主導権を取ることを意識するようになりま

した。さらに北京オリンピックに向けて、それを実践するプレーの

質・フィジカル能力の向上に努めたことにより、攻守の連動・一

体化が生まれ、世界のトップクラスと互角に戦える時間を増や

すことができました。 

Japan’s Way は、日本の特長を生かす「攻守にアクションす

るサッカー」と表現できます。しかし、このスタイルを確立するた

めには、育成年代から取り組まなくてはならない誯題があります。

また、Ｕ-20・Ｕ-17 女子ワールドカップでファイナリストを達成で

きれば、なでしこジャパンが数年後にメダル獲得も現実的になる

でしょう。そのためには育成年代、特に10 歳から15 歳までの

取り組みが重要です。 

Japan’s Way 「攻守にアクションするサッカー」の確立を目指

して、育成年代で取り組むべき誯題、キーワードを4 つ取り上げ

ました。これらは当たり前のことのように感じられますが、この基

本の徹底こそが、プレーヤーが世界で戦っていく上でのベース

となっていくものなのです。

 

１） 状況を観ながら考え、動きながらプレーする。 
 

これは、「攻守にアクションするサッカー」＇＝常に主導権を持

つサッカー（を構築する上での重要なキーワードとなります。 

世界のプレーヤーは、日本に比べ、身長が高く、スピード・パワ

ーがあり、いわゆる身体能力が高いのです。このようなプレーヤ

ーと同時に動き出していたのでは、主導権を持つことは到底勝

ち目がありません。しかし「よーいドン！」ではなく、状況を観なが

ら考えて先に動き出すことができれば、可能となってきます。瞬

発力、持久力、勤勉性、柔軟性、規律性といった日本人の特

長を生かし、「状況を観ながら考え、動きながらプレーする」こと

を育成年代で獲得することができれば、「攻守にアクションする

サッカー」の実現に近づくことができるのです。 

6. 
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２） ゴール前の攻防 
 

サッカーの本質は、「ゴールを失わずにボールを奪う。ボール

を失わずにゴールを奪う。」ということです。ゴールを失わないた

めには、相手プレーヤーの選択肢を限定したプレーを身につけ

ていくこと。ゴールを奪うために、選択肢を持ったプレーを身につ

けていくこと。さらに、プレーの原則をベースにしたサッカー観を

身につけていくことが、日常のトレーニングの中で重要となってき

ます。 

育成年代では、「サッカーのゲームは、どんなゲーム？」を理

解させていくために、プレーヤーの年齢やレベルにあったピッチ

サイズと人数を考え、プレーする機会を多くし、ゴール前の攻防

が頻繁に出現するオーガナイズでプレーさせることが大切です。

 

 

３） 守備の基本 
 

「サッカーというのは、50％攻撃して、50％は守備をしなけれ

ばならない。」とＪＦＡテクニカル・アドバイザーのクロード・デュソ

ー氏は言っています。 

なでしこジャパンはワールドカップからオリンピックまでの1 年で、

「ボールを奪う」こと、特にアプローチのタイミングを早くしてグル

ープでボールを奪うことにおいて改善がなされましたが、肝心な

ところで守備における対応のまずさから失点を招く場面がありま

した。 

守備における基本テクニックを身につけていくことを育成年代

から求めていかなければ、サッカーにはならないのです。育成

年代では、どんどんボールを奪いに行かせましょう。その中で奪

うチャンスを意図的に作り出し、相手プレーヤーとの駆け引きが

身につけられるようになります。 

 

 

４） コミュニケーション 
 

サッカーはひとりでプレーするものではありません。「サッカーを

どう戦うのか」ということについて、プレーヤー同士がお互いに要

求しあい、理解しあうようになることが大切です。コミュニケーシ

ョンの技術だけでなく、サッカーを分析する目も身につけなくて

はなりません。すなわち、子どもたちにイニシアチブを持たせ、そ

の上で賢くサッカーをすることを要求していくのです。 

そのためには、もちろん指導者のサッカーの理解が重要です。

ゲームの中でしっかりとコーチング＇指導（する必要があり、それ

によりプレーヤーに判断基準を身につけさせなければなりません。

日常生活でしつけが必要なようにサッカーのプレーにも必要で

あり、きちんとしたしつけができていなければ、プレーヤー自身が

何を基準に判断すればよいか分からないからです。 

判断基準が身につけば、プレーヤーは自ずと考え判断しプレ

ーしていきます。その中でお互いが自分の意思を伝え、チーム

が協働するようになるのではないでしょうか。

 

 

世界のトップを目指し、次の世界大会で再び

世界を驚かせるようなサッカーを目指していか

なければ、日本は世界のサッカーから後れを

取ってしまいます。なぜならば、世界のプレー

ヤーは身体能力に優れ、常に世界の情報を収

集し、代表強化とユース育成に力を注ぎこんで

いるからです。 

Japan’s Way 「攻守にアクションするサッカ

ー」を、世界をターゲットに作り上げていくために

は、ある意味、今までの常識、すなわち「当たり

前」を変えていかなければならないと思います。

言い換えれば、発想の転換が必要なのです。

指導者は、常に柔軟で先見の目を持ち、なぜ

という疑問を持ち、学び続けていく姿勢を持ち

続けましょう。 
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なでしこジャパンのプレースタイルの変遷と育成の重要性 
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